
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高田病後児保育所「ぬくみ」 掲示板  
【７月のテーマ】      ヘルパンギーナ  

高田病後児保育所スタッフより  
今月のテーマは『ヘルパンギーナ』です。主に夏季に乳幼児を中心に流行するウイルス性の

感染症で、夏風邪の代表的な疾患です。  
☆『原因・症状』   感染経路は飛沫感染と接触感染です。３～６日の潜伏期間ののち、３８～４０℃の高熱が１

～３日続きます。喉が赤く腫れ、上あごや喉の奥に小さな水疱ができます。口の中が痛いの

で食欲が低下し、ひどい場合は水分も飲めなくなり、脱水症になることがあります。  
☆『治療・予防』   ヘルパンギーナに対する特効薬はないため、症状を和らげる治療を行います。またヘルパ

ンギーナに有効なワクチンがないため、手洗いをしっかりと行い予防を行うことが大切です。

１カ月くらいは便の中にウイルスが出ているので、排便後やおむつ交換時には手洗いをしっ

かりしてください。    
☆『ご家庭で気を付けてください』   水分を十分にとらせてください。口の中に水疱ができているので刺激のあるものや熱い

ものは避け、のど越しの良い飲み物を与えてください。冷ましたおみそ汁・スープ、りんごジ

ュースなどがおすすめです。食事も水分と同様、刺激が少なく冷たくてのど越しの良いもの

にしましょう。冷ましたおじや、豆腐、柔らかくしたうどん、裏ごししたバナナなどがおすすめ

です。  
☆『登園・登校について』 
熱が下がって元気があり、ふだんの食事が摂れていれば登園・登校できますが、お子さん

が通われている園や学校にご相談なさってください。 

 

 

 



  


